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1. 「HP ZGX Fury G1n AI Station」の製品概要と技術的特
異点 
2026年10月26日、株式会社日本HPは大規模AIモデルの開発および本番推論処理に特化したタ
ワー型ワークステーション「HP ZGX Fury G1n AI Station」を発表し、翌10月27日より販売を開始し
た1。希望販売価格は税込2,849万円からと設定されており、従来のクライアント向けワークステー
ションの枠組みを超え、データセンタークラスのAI演算能力をオフィスやラボのデスクサイド、あるい
は標準的な5Uサーバラック環境へ直接持ち込むことを可能にする戦略的ハードウェアである2。 
本製品の最大の技術的特異点は、プロセッサに「NVIDIA GB300 Grace Blackwell Ultra Desktop 
Superchip」を採用し、CPUとGPU間で完全に統一された748GBのコヒーレントメモリ空間を構築して
いる点にある1。具体的には、ARMv9アーキテクチャに基づく72コアの「NVIDIA Grace Neoverse V2 
CPU」に496GBのECC対応LPDDR5Xメモリ（SOCAMMモジュール、帯域幅396GB/s）を直結し、さ
らに「NVIDIA Blackwell Ultra GPU」に252GBのECC対応HBM3eメモリ（帯域幅7.1TB/s）を搭載し
た上で、両者を帯域幅900GB/sの「NVLink-C2C」インターコネクトで結合している4。このアーキテク

チャにより、従来のPCIeバスを介したCPU・GPU間のメモリ転送ボトルネックが解消され、単一シス
テム上でFP4精度において最大20ペタFLOPS（スパース性なしでは15ペタFLOPS）、FP8/FP6精度
で10ペタFLOPSという圧倒的な演算性能を発揮する7。 
これまで、ローカル環境で大規模言語モデル（LLM）を運用する場合、NVIDIA RTX 6000 Ada世代
を4基搭載したマルチGPUワークステーションやAppleのMac Studio（M2/M3 Ultra）などが選択肢と
されてきたが、これらはいずれもメモリ容量が最大192GB前後に制約されており、またエッジ・初期モ
デル検証向けの小型機「HP ZGX Nano」（NVIDIA GB10搭載、最大1,000 TOPS）でも128GBのコ
ヒーレントユニファイドメモリにとどまるため、従来のローカル環境で実用的に稼働できるモデルは

700億（70B）パラメータクラスが限界であった5。これに対し、HP ZGX Fury G1nは従来のハイエンド
構成の4倍近い748GBのメモリプールを提供することで、4ビット量子化（FP4やQ4_K_M）や1ビット
量子化（Kimi-K3等）を適用した最大1兆（1,000B）パラメータ規模のフロンティアモデルによるローカ
ル推論を実現する5。また、開発面においても1,000億（100B）パラメータ超のモデルのフルファイン
チューニングや、LoRA/QLoRAを用いた2,000億〜4,000億（200B〜400B）パラメータ規模のファイ
ンチューニング、さらには最大7つのMIG（Multi-Instance GPU）分割による複数開発者の同時並行
作業を単一ノードで処理できる2。 
設備要件と拡張性の設計も、企業の導入障壁を劇的に引き下げている。TDP約1400W・高効率
1600W電源（80PLUS Titanium認証、変換効率94%）を内蔵しながら、Direct-to-Chip（D2C）コール
ドプレートを用いた密閉型水冷システムと前面吸気・背面排気のエアフロー設計により、データセン

ター専用の大型冷却設備を持たない一般のオフィスや研究開発ラボへの設置を可能にしている4。さ

らに、背面には最大800Gb/sの通信を処理する「NVIDIA ConnectX-8 SuperNIC」（QSFP112 
400GbEポート×2）を標準装備しており、QSFPケーブルを介して2台のZGX Furyを直結することで、



モデル規模の拡大やワークロード増加に合わせたシームレスなスケールアウトに対応する5。 
 

項目 HP ZGX Fury 
G1n (モデル1) 

HP ZGX Fury 
G1n (モデル2) 

比較：Dell Pro 
Max with 
GB300 

比較：HP ZGX 
Nano (小型開
発機) 

プロセッサ / 
SoC 

NVIDIA GB300 
Grace 
Blackwell Ultra 
(72コア Arm 
Neoverse V2)5 

NVIDIA GB300 
Grace 
Blackwell Ultra 
(72コア Arm 
Neoverse V2)5 

NVIDIA GB300 
Grace 
Blackwell 
Ultra13 

NVIDIA GB10 
Grace 
Blackwell (20コ
ア Arm CPU)9 

統合メモリ構成 748GB コヒーレ
ント (CPU: 
496GB 
LPDDR5X / 
GPU: 252GB 
HBM3e)5 

748GB コヒーレ
ント (CPU: 
496GB 
LPDDR5X / 
GPU: 252GB 
HBM3e)5 

748GB コヒーレ
ントメモリ13 

128GB コヒーレ
ントユニファイド

メモリ9 

画面出力・補助

GPU 
NVIDIA RTX 
PRO 2000 
Blackwell 
(16GB 
GDDR7)5 

NVIDIA RTX 
PRO 4000 
Blackwell 
(24GB 
GDDR7)5 

構成により選択

可能 
非搭載（統合

GPUのみ）9 

内蔵ストレージ 8TB (2TB PCIe 
Gen5 NVMe 
M.2 SSD × 4) 
※自己暗号化

SED選択可4 

12TB (4TB × 2 
+ 2TB × 2 
PCIe Gen5 
M.2 SSD)4 

構成により選択

可能 
2TB または 
4TB NVMe M.2 
SED14 

演算性能・対応

規模 
最大20 
PFLOPS (FP4) 
/ 1兆パラメータ
推論・1,000億
超学習2 

最大20 
PFLOPS (FP4) 
/ 1兆パラメータ
推論・1,000億
超学習2 

最大1兆パラ
メータ推論対応
13 

最大1,000 
TOPS (FP4) / 
軽量ローカルAI
開発9 

OS・ソフトウェ
ア 

Ubuntu 24.04 
LTS (RHEL認
証済 / 2026年
12月以降
Windows対応)2 

Ubuntu 24.04 
LTS (RHEL認
証済 / 2026年
12月以降
Windows対応)2 

Ubuntu / 
Windows対応 
(2026年10月発
表)13 

Ubuntu / HP 
ZGX Toolkit搭
載9 



国内参考価格

（税込） 
28,490,000
円〜 (2026年
10月27日発売)
2 

29,480,000
円〜 (2026年
10月27日発売)
5 

23,531,150
円〜 (2026年8
月受注開始)13 

エントリー価格

帯（手のひらサ

イズ：

150×150×51m
m）9 

ソフトウェア面での完成度も特筆される。標準プリインストールされるUbuntu 24.04 LTS（およびRed 
Hat AI Enterprise認証環境、2026年12月以降はWindows環境にも対応予定）上には、無償提供さ
れる「HP ZGX Toolkit」と「HP Z Runtime (ZRT) CLI」が統合されている2。開発者は手元のx86ベー
スのWindows 11やUbuntuクライアント端末のVisual Studio Codeからネットワーク経由でZGX Fury
を自動検出し、ペアリングからモデル開発・結果取得までの所要時間を45%短縮できる5。また、Z 
Runtime CLIを用いれば、Hugging Face上のオープンソースモデルを数分でプルし、OpenAI互換の
APIエンドポイントを持つローカル推論サービスとして即座に立ち上げることが可能であり、既存の社
内アプリケーションをコード改修なしでクラウドAIからローカルAIへ切り替えられる5。さらに、自律型

AIエージェントの実行環境としてオープンソースランタイム「NVIDIA OpenShell」を実装しており、「
claws」と呼ばれる継続進化型の自律AIエージェントを分離されたサンドボックス内で安全に稼働さ
せ、データの処理場所とアクセス権限を厳密に統制できる仕組みを整えている2。 

2. クラウドからデスクサイドへの揺り戻し：AIインフラの経済性
とガバナンス変化 
HPやデル・テクノロジーズといった大手ベンダーが2026年後半に入り相次いでGB300搭載の超弩
級ワークステーションを市場投入している背景には、企業のAI活用が「人間との1対1のチャット対
話」から「自律型AIエージェントによる反復的・網羅的な推論処理」へと構造変化したことがある2。 
クラウドベースのLLM APIでは、モデル自体のトークン単価は年々低下傾向にあるものの、自律型
エージェント（Deep Researchやマルチステップの検証ワークフローなど）が自ら計画を立案し、数千
件の文献を並列検索・読解して自己検証ループを回すようになると、1タスクあたりのトークン消費量
は従来の対話型利用と比較して数桁規模で膨張する2。その結果、全社的な本番運用フェーズに移

行した企業では、従量課金制（Usage-based pricing）によるクラウド利用料の急騰と予算予測の困
難化、さらにはAPIのレート制限や通信レイテンシーの変動が深刻な経営課題として顕在化している
2。 
この課題に対し、HP ZGX Fury G1nのようなオンプレミスAIステーションは、AIコスト構造を変動費（
OPEX）から固定資産投資（CAPEX）へと転換させる10。本体価格約2,849万円という初期投資は一
見高額に映るが、クラウド上で同等のBlackwell世代やH100クラスのマルチGPUインスタンスを24時
間365日体制で推論および反復的なファインチューニングに稼働させた場合と比較すると、わずか8
〜12ヶ月で投資回収（損益分岐点に到達）が可能と試算されている10。一般的なオンプレミスサー

バーの法定耐用年数（5年・定額法）を基準とすれば、年間の減価償却費は約570万円（月額約47.5
万円）に過ぎず、どれだけ大量のトークンを消費しても追加の従量課金が一切発生しない「限界費用

ゼロ」の推論基盤が手に入る点は、大量のドキュメント処理を行う専門部門にとって決定的な経済合

理性を持つ5。 
同時に、このハードウェアの登場は、長らく企業を悩ませてきた「セキュリティ（データ主権）とAIの知
能レベルのトレードオフ」を解消する2。従来、機密データを絶対に外部へ出せない組織がオフライン



環境やイントラネット内の一般的なワークステーションでローカルLLMを構築した場合、ハードウェア
のメモリ制約から小規模なモデルしか動かせず、複雑な論理的推論や専門文書の起案においては

クラウド上の最先端モデルに精度で大きく劣後していた10。しかし、1兆パラメータ級のモデルをロー
カルで駆動できるZGX Furyの登場により、企業は「完全なオフライン・社内閉域網でのデータ秘匿」
と「データセンター級の最高峰の推論能力」を同時に享受できる段階へと到達したのである1。 

3. 知財業務分野におけるパラダイムシフト：機密保持と高度推
論の両立 
この「データセンター級ローカルAI」の出現が最も劇的なインパクトをもたらす領域の一つが、企業の
知的財産部門および特許事務所における知財業務である。2026年現在、知財実務における生成AI
活用は急速に高度化しており、OpenAIの「GPT-5.2」やAnthropicの「Claude 3.7」など思考プロセス
を強化した推論モデルの登場によって、複雑な特許クレーム（請求項）の論理構造解析や先行技術

との精緻な差異分析が実用域に達している16。 
実際に、欧州特許弁理士試験（EQE）を用いた長谷川寛弁理士の検証では、Claude 3.7が100点満
点中55点を獲得して「Part Aに合格できるレベル」と評価され、実務においても川上成年氏がClaude 
Skill機能を用いて特許法第36条に準拠した明細書（請求項7項＋75段落、約15,000字）を従来の1
〜2週間から約1時間で自動生成するシステムを構築するなど、劇的な成果が報告されている19。ま

た、日本企業の事例では発明提案書から出願依頼書を作成する時間を約15時間から1〜2時間へと
約90%短縮しており、NECでは特許調査工数を22時間から3時間へと約86%削減、「Patentfield 
AIR」の活用事例では査読時間を約65%削減、安藤俊幸氏の検証でも適合性フィードバックにより査
読公報数を22.3%に圧縮（77.7%削減）できることが実証されている16。さらに、島津製作所では外国

特許文献の翻訳内製化やFTO（侵害予防）調査における他社特許の読解負担90%削減を通じて知
財関連の外注費を年間約1億円圧縮し、商標分野でも弁理士法人白坂が面談時間を30分から15分
へ半減させ半年で約100社の新規顧客を獲得するなど、知財全領域で圧倒的な効率化が進行して
いる19。 



 
しかし、これほどの効率化ポテンシャルが実証されているにもかかわらず、日本の多くの知財現場で

はセキュリティや情報漏洩への懸念から、コア業務へのAI本格導入に二の足を踏んでいるのが実態
である16。その根本原因は、特許制度の根幹に関わる「未公開発明の秘匿性」にある19。 

未公開発明の入力リスクと「ローカル1兆パラメータ」が解く法的ジレンマ 
知財業務、とりわけ出願前の発明発掘、先行技術調査、および特許明細書ドラフティングにおいて

扱うデータは、企業の最重要機密である「未公開発明」そのものである19。万が一、クラウドAIへのプ
ロンプト入力を通じて未公開発明の技術内容が外部に漏洩し、AIモデルの追加学習データとして取
り込まれたり、他者の生成物に再利用されたりした場合、特許法上の「新規性喪失」（公知化）を招

き、自社の発明が特許を受けられなくなるばかりか、第三者に先回りして特許出願されるという取り

返しのつかない経営的損失に直結する21。さらに、特許事務所の弁理士が依頼者の秘密情報を外



部AIに入力すれば、弁理士法第30条の「守秘義務違反」およびクライアントとの秘密保持契約（NDA
）違反を構成するリスクが生じる19。 
2025年4月に日本弁理士会が公表した「弁理士業務AI利活用ガイドライン」においても、入力データ
が再学習されない安全なツールの選定や、未公開情報を入力する際の依頼者からの同意取得、秘

密保持への万全の配慮が強く求められている19。もちろん、現在では学習利用をオプトアウトした法

人向けクラウドAPIや専用環境も普及しているが、厳格なコンプライアンス基準を持つ大手製造業や
製薬・化学企業においては、「契約上は学習されないとしても、海外クラウド事業者のサーバー上に

プロンプト履歴や監査ログが一定期間保持されること自体が許容できない」「外部のWeb情報と社内
データベースを連携させた際、間接プロンプトインジェクション攻撃によって機密情報が外部へ窃取

されるリスクを排除できない」という理由から、出願前情報のクラウド入力を全面禁止または厳しく制

限するケースが依然として多い22。 
これまでにも、イントラネット内のスタンドアロンPC上でCPU駆動のローカルLLMを動かし、オフライ
ンで明細書作成を支援する『AIPs』のようなシステムは存在した18。しかし、CPUや小規模GPUで動
作する軽量モデルでは、最新クラウドAI（GPT-5.2やClaude 3.7等）が持つ高度な文脈理解力や論
理構成力には遠く及ばず、実務家が求める品質の明細書やクレームチャートを生成することは困難

であった10。HP ZGX Fury G1n AI Stationは、まさにこの構造的ジレンマを正面から打ち破る。物理
的にインターネットから遮断された（エアギャップされた）企業内・事務所内の閉域網において、クラウ

ドの最先端モデルに匹敵する1兆パラメータ級の推論モデルを稼働させられるため、3つの中核領域
で知財実務の質的転換が起きる1。 

 



企業固有の技術資産・審査履歴による「1,000億パラメータ超モデル」のローカ
ル学習 
第一の転換点は、企業固有の知財データを反映した大規模モデルのファインチューニングである。

汎用LLMをそのまま特許明細書の作成に用いた場合、業界特有の技術用語の定義揺れや、重量
比・数値範囲などのパラメータの誤り、さらには当該企業が長年培ってきた「審査官の拒絶理由を回

避するための特有のクレーム表現（社内スタイル）」が反映されないという課題があった19。これまで

は機密保持の制約から、弁理士のフィードバックをAIの再学習データ化しない運用（プロンプトのテ
ンプレート改善のみ）で回すことが推奨されてきた28。 
しかし、HP ZGX Fury G1nは1,000億〜4,000億パラメータ規模のモデルをローカルで直接ファイン
チューニングできる能力を持つ2。これにより、企業の知財部門や大手特許事務所は、過去数十年分

の未公開実験ノート、社内発明提案書、審査官との非公開の面談記録、意見書・手続補正書の成功

事例、さらには契約書・ライセンス交渉履歴といった極秘データを外部へ一切出すことなく、自社専

用の「超巨大・知財特化型LLM」として継続的に追加学習・進化させることが可能になる2。 
さらに、本機が備える「NVIDIA GB300」とオプションの「NVIDIA RTX PRO 2000/4000 Blackwell 
GPU」の組み合わせは、レイトレーシング視覚化や物理シミュレーションとフロンティアAI演算を融合
した「フィジカルAI（Physical AI）」のワークロードを単一デスクサイド機で処理できる5。2026年の製
造業では、日本精工（NSK）が3DA製造図の表現基盤に超軽量3Dデータ形式「XVL」を採用し、ギリ
アが設計開発ナレッジ基盤「GHELIA AutoDeck」を展開するなど、設計・解析（CAE）データとAIの統
合が急速に進んでいる1。知財部門がZGX Furyを導入すれば、R&D部門から上がってくる生の3D 
CADデータ、CAEシミュレーション結果、回路図やソースコードをそのままローカルのマルチモーダ
ル大規模AIに読み込ませ、図面の符号と整合した「発明を実施するための形態（実施形態）」の記述
や、数値限定発明の臨界的意義の論理構成を、人間の手作業を介さずに一気通貫でドラフトさせる

ことが現実のものとなる1。 

トークン課金ゼロを活かした「自律型知財エージェント（Claws）」の24時間常時
稼働 
第二の変革は、NVIDIA OpenShell上で稼働する自律型AIエージェント「claws」と、従量課金ゼロの
ローカル推論環境がもたらす「調査・監視業務の全自動化」である2。 
現在、知財分野で最も実用化が進んでいる特許調査やIPランドスケープ分析においては、AIが自律
的に調査計画を立てて数百〜数千のソースを並列検索・検証する「Deep Research」機能や、大ま
かな母集団検索に対して生成AIが適合判定とフィードバックを繰り返すことで査読公報数を22.3%に
まで圧縮する手法が確立されている16。また、脳内CAR細胞技術の特許81ファミリーをCSV化してAI
に読み込ませ、主要研究者・組織リストからスタートアップ特定までをわずか1時間で完了させるよう
な高度なIPランドスケープ事例も登場している19。 
こうした処理をクラウドAPIで全社的・日常的に回そうとすれば、膨大なトークン費用が発生するだけ
でなく、検索クエリ自体（＝自社が今どの技術領域を研究し、どの他社特許を警戒しているかという

最大の戦略機密）を外部サーバーへ送信しなければならない2。これに対し、社内に設置したHP 
ZGX Fury G1n上に世界各国の公開特許公報データベースのミラーや定期監視（SDI）パイプライン
を構築し、OpenShellのサンドボックス内で自律型エージェントを24時間365日稼働させれば、追加
費用ゼロで「常時稼働型（Always-on）知財インテリジェンス」が実現する2。 
すなわち、社内のR&D部門が日々更新する電子実験ノートや開発リポジトリをエージェントが常時ク



ロールし、リアルタイムで世界中の公開特許公報および学術論文と照合する。その上で、権利化可

能性の高い発明の芽を自動抽出して発明提案書のドラフトを生成し、同時に他社の障害特許を検知

した場合には、被疑侵害品（自社開発品）とのクレームチャート（構成要件対比表）およびその特許を

潰すための無効資料調査レポート・無効化書面案を翌朝までに自動編成して知財担当者へ提示す

るといった自律ワークフローである16。 

「人間とAIの協働モデル」の高度化とコンテキスト・アーキテクトへの転換 
第三の変化は、知財専門職の役割の再定義である。ローカルで1兆パラメータのモデルが稼働する
ようになっても、すべての知財実務がボタン一つで無人化されるわけではない19。実務家の検証にお

いてコンセンサスとなっている通り、権利範囲の根幹を決める「独立クレーム（請求項1）」の策定や、
市場でのブランディングを見据えた商標の選択、法的な最終判断と責任負担は依然として人間の専

門家が担うべき領域である19。AIの出力結果を精査せずにそのまま特許庁へ提出することは、民法
第644条の「善管注意義務違反」や、海外（中国等）で厳しく処罰される「不誠実な出願」に該当するリ
スクを孕む19。欧州特許庁（EPO）や米国特許商標庁（USPTO）、日本弁理士会のガイドラインがい
ずれも「AI利用の有無にかかわらず、提出書類の最終責任は代理人（弁理士）にある」と明記してい
るのはこのためである19。 
しかし、HP ZGX Fury G1nによって「従属クレームの網羅的展開」「明細書の初稿作成」「拒絶理由
通知書の妥当性検証と応答案・補正書案の起案」「ノイズ文献の高速フィルタリング」が社内閉域網

で安全かつ高精度に自動処理されるようになれば、知財人材は労働集約的な「文書作成者・文献査

読者」から完全に解放される16。知財プロフェッショナルに求められる役割は、AIシステムの設計思想
を理解し、自社の事業戦略と法理に合わせてローカルAIを最適に機能させる「コンテキスト・アーキ
テクト（文脈の設計者）」へと不可逆的に移行していくことになる16。 

4. 知財エコシステムの構造再編と新たな法的・実務的リスク 
データセンター級ローカルAIワークステーションの普及は、単なる業務効率化の枠を超え、企業の知
財部門と外部の特許事務所との関係性（知財サプライチェーン）、さらには知財法制そのものに二次

的・三次的波及効果をもたらす。 
企業知財部の「内製化」加速と特許事務所の二極化 
第一の構造変化は、企業の知財予算の配分シフト（外注費から自社AI設備投資への転換）である。
すでに島津製作所が生成AI活用によって外国特許明細書の翻訳やFTO調査を内製化し、年間約1
億円の外注費削減を達成した事例が示す通り、知財業務の内製化圧力は極めて強い20。これまで

企業が特許事務所へ多くの業務を外注してきた理由の一端には、「社内の人員だけでは膨大な明

細書ドラフトや先行技術調査の物量を処理しきれない」というリソース上の制約があった28。 
大企業の知財部門にとって、約2,849万円（5年償却で年約570万円）のHP ZGX Fury G1nを1〜2台
導入する設備投資は、年間数千万円〜数億円規模の特許事務所への外注費や翻訳費を圧縮でき

るならば、極めて容易に稟議を通過する投資規模である5。結果として、定型的な国内出願明細書の

ドラフティング、外国出願用の日英・日中翻訳、初期段階の先行技術調査や侵害予防調査は、企業

内のZGX Fury上で急速に内製化されていく16。 
この動きは、外部の特許事務所に対して過酷な二極化を迫ることになる。数名規模の小規模・個人

特許事務所にとっては、約3,000万円のハードウェア投資とLinux/コンテナ環境（UbuntuやZ 
Runtime）の運用保守を担うエンジニアリング体制の構築は財務的・技術的ハードルが高い5。一方

で、資本力のある大手・中堅特許事務所は、ZGX Furyを複数台スケールアウト構成で導入し、「クラ



イアントの未公開発明を1ビットたりとも外部クラウドへ送信せず、最高峰の1兆パラメータAIで処理
する完全オンプレミス知財サービス」を強力な差別化要因（セキュリティ・プレミアム）として打ち出す

だろう2。実際、クライアント企業が特許事務所とNDAを締結する際、秘密を確保できない外部生成AI
ツールの使用禁止条項を盛り込む動きが広がっており、オンプレミスでデータセンター級AIを保有す
る事務所とそうでない事務所の間で、受任能力と生産性に決定的な格差が生じる21。 
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確立29。 チェックの組み込み1

。 

新たな法的死角1：知財AIシステム自体の「ビジネスモデル特許・ソフトウェア特
許」侵害リスク 
HP ZGX Fury G1nの導入によって企業や特許事務所が自前でAIワークフローを構築できるようにな
ることで、これまで見落とされていた重大な法的リスクが浮上する。それは、オープンソースのLLMを
自社オンプレミスで動かせば著作権や機密漏洩はクリアできるものの、そのAIに知財業務を処理さ
せるシステム構成（プロンプト生成フローやUI連携）自体が、他社の保有する特許権を侵害するとい
うリスクである30。 
HP ZGX Furyは、Z Runtime CLIを通じてOpenAI互換のAPIエンドポイントをローカルに立ち上げ、
社内アプリと容易に連携できることを強みとしている5。しかし、日本の知財テック領域ではすでに生

成AIの知財実務活用に関する基本特許の権利化と、それに基づく熾烈な特許権侵害訴訟が現実化
している30。その象徴が、特許文章読解支援AIアシスタント「サマリア」を展開するパテント・インテグ
レーション株式会社の動向である30。同社は2025年7月時点で、生成AIを知財実務に利活用する特
許を合計9件（うち基本特許6件）取得しており、その権利範囲は極めて広範かつ実務の急所を押さ
えている30。 
具体的には、被疑侵害品の製品仕様（または発明内容）と対象特許の請求の範囲・明細書の一部を

含むプロンプトを生成AIへ入力して類似度（関連度）およびその評価根拠を出力させる「侵害防止調
査・先行技術調査支援技術」をはじめ、生成AIが苦手とする回答内容の根拠となる明細書の段落番
号を適切に出力させるために特許文書を加工・処理する「根拠段落出力技術」（特許第7692639
号）、さらには発明概要テキストから基準特許・類似特許群の部分文書を抽出して明細書草案を自

動生成し、拒絶理由通知書を解析して妥当性検証と応答案・補正書案の作成を支援する「特許文書

作成・拒絶対応支援技術」や用語解説・サマリ作成技術（特許第7688440号）などが相次いで権利化
されている30。さらに注目すべきは、同社がこれらの特許権等に基づき、2024年10月〜12月に「
Patentfield」および「Patentfield AIR」に対して4件の特許権に基づく6件の特許権侵害訴訟を提起
し、2025年9月にはAI特許調査プラットフォーム「Amplified」に対して2件の特許権侵害訴訟を提起、
さらに2026年9月には株式会社エムニに対して不正競争防止法に基づく訴訟を提起している事実で
ある30。 
つまり、企業や特許事務所がHP ZGX Fury G1nを購入し、付属のZGX Toolkitを使って「自社の未
公開製品仕様と他社特許クレームを比較して類似度と根拠段落を出力する社内ツール」や「拒絶理

由通知書を読み込ませて補正案を作るエージェント」を独自開発して業務利用（業としての実施）した

場合、たとえそれが社内閉域網のオンプレミス環境であっても、こうした先行する知財AI基本特許の
技術的範囲に抵触するおそれがある30。ローカルAIハードウェアの進化によって内製開発が民主化
されるほど、知財部門自身が「自らが構築するAIワークフローのFTO（侵害予防調査）」または既存
サードパーティ製プラットフォーム（MCP連携等を含む）との適切なライセンス契約を迫られるという
逆説的な状況が生じているのである30。 

新たな法的死角2：「先回り大量生成問題」の加速と知財制度への負荷 
第二のリスクは、限界費用ゼロ・最大20ペタFLOPSというデータセンター級の演算力がローカルで
解放されることによる、「防衛的公開（Defensive Publication）およびデザインの先回り大量生成」の
暴走である8。 



意匠（デザイン）や特定分野の周辺特許において、すでに政府の「AI時代の知的財産権検討会」や
実務家の間で重大な課題として議論され、2026年を目途とした意匠法改正の焦点となっているのが
「先回り大量生成問題」である19。これは、本来の創作者が新製品やモデルチェンジのデザイン・派

生技術を創作して出願しようとする前に、第三者が生成AIを用いて類似デザインや組み合わせパ
ターンを網羅的に大量生成してWeb上等に公開してしまうことで、本来の創作者の出願が新規性や
創作非容易性（進歩性）を喪失し、権利化できなくなるという問題である19。 
クラウド環境であれば膨大な生成コストや利用規約による監視が一定の抑止力として機能していた

が、HP ZGX Fury G1nのようなオンプレミス超高性能機を用いれば、競合他社の主力特許の周辺
バリエーションや次世代デザインの候補を、画像生成AIや1兆パラメータLLMによって24時間体制で
数百万通り自動生成・構造化することが物理的に可能となる5。また、そうして生成された玉石混交の

技術案を十分な精査なしに大量出願すれば、特許庁の審査機能を麻痺させるだけでなく、ハルシ

ネーション（論理矛盾や実施不可能なパラメータ）を含む「実質的な欠陥」を持った出願や「不誠実な

出願」として行政処分や権利無効のリスクを招くことになる19。ローカルAIの圧倒的な生成能力は、
知財戦略における強力な「矛」となる一方で、使う側の倫理観と法制度の規律が伴わなければ、知

財エコシステム全体の信頼性を毀損する諸刃の剣ともなり得る19。 

5. 結論と今後の展望：知財部門・特許事務所が採るべき戦略
的アクション 
日本HPによる「HP ZGX Fury G1n AI Station」の発売は、単なるハイエンドPCの新製品発表ではな
く、「最高峰のAI知能はパブリッククラウドにしか存在しない」というこれまでの前提を覆し、748GBの
コヒーレントメモリによって1兆パラメータ級の推論と1,000億パラメータ超の学習を企業の完全管理
下（オンプレミス）へ解放した歴史的転換点である1。 
とりわけ、未公開発明の秘匿義務（新規性喪失の防止および弁理士法上の守秘義務）という絶対的

な制約を抱える知財業務分野において、外部通信を完全に遮断したまま最先端の推論エージェント

を稼働させ、しかもトークン従量課金をゼロにできる本機の特性は、これまでセキュリティ懸念から停

滞していた知財DXを一気に本番運用フェーズへと押し上げる起爆剤となる2。 
この構造変化を踏まえ、企業の知財部門および特許事務所が直ちに講じるべき戦略的アクションは

3点に集約される。第一に、知財コスト構造の再定義とインフラ投資の決断である。年間数千万円以
上の外注費（翻訳・調査・定型明細書作成）や高額なクラウドAI利用料を支払っている企業知財部お
よび大手特許事務所は、約2,849万円のオンプレミスAIステーション導入を単なるIT機器購入として
ではなく、8〜12ヶ月で回収可能な「知財生産設備（CAPEX）への戦略転換」として評価すべきである
5。まずはスモールスタートとして1〜2台を導入し、将来的なワークロード増大に合わせてQSFP接続
によるスケールアウトを図る段階的拡張計画が有効である2。 
第二に、暗黙知の形式知化とローカル・ファインチューニング基盤の構築である。汎用モデルをプロ

ンプトだけで操る段階から一歩進め、自社・自所の過去の審査応対履歴、熟練弁理士のクレーム添

削データ、およびR&Dの3D設計・解析データを統合し、ローカル環境で1,000億パラメータ超の専用
モデルを継続的にファインチューニングするデータパイプラインを整備しなければならない1。この「他

社が模倣できない自社固有の学習済みローカルモデル」こそが、次世代の知財競争力の源泉となる
2。 
第三に、AIガバナンスと「AI関連特許FTO」の徹底である。NVIDIA OpenShell等を活用して自律型
AIエージェントの権限とアクセス範囲をシステム的に隔離するとともに、AIが生成したクレームや明



細書に対する人間（弁理士・知財部員）のレビュー観点・根拠確認プロセスを業務フローに厳格に埋

め込み、善管注意義務違反やハルシネーションの混入を防ぐ体制が不可欠である2。同時に、

OpenAI互換API等を用いて社内で独自の知財支援システムを開発・運用する際には、サードパー
ティの知財テック企業が保有する「生成AIを用いた知財実務支援特許」への抵触有無を事前に調査
（FTO調査）し、必要に応じて商用プラットフォームとのAPI/MCP連携やライセンス取得を組み合わせ
る知財コンプライアンス戦略が求められる30。データセンター級ローカルAIを真に使いこなす「コンテ
キスト・アーキテクト」への進化を遂げた組織のみが、これからの知財覇権を握ることになる16。 
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